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衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
の
沖
縄
振
興
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
の
沖
縄
振
興
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
「
沖
縄
の
振
興
と
自
立
的
発
展
」
へ
の
寄
与
に
関
す
る
成
果
目
標
を
示
し
て
い
な
い
理
由
」
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
以
下
「
大
学
院
大
学
」
と
い
う
。
）
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

に
規
定
す
る
大
学
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
科
学
技
術
に
関
す
る
教
育
研
究
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
沖
縄
の
振
興
及
び
自
立
的
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
平
成
三
十
一
年
度
行
政
事
業
レ
ビ

ュ
ー
シ
ー
ト
」
の
「
成
果
目
標
及
び
成
果
実
績
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
」
に
教
育
研
究
に
係
る
成
果
目
標
を
設
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
「
平
成
二
十
四
年
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
シ
ー
ト
」
に
お
け
る
指
摘
事
項
等
も
踏
ま
え
、
「
沖
縄
科
学
技
術
大
学

院
大
学
学
園
の
今
後
の
諸
課
題
に
関
す
る
検
討
会
の
開
催
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
六
年
六
月
十
八
日
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
決
定
）
に
基
づ
く
外
部
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
「
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
の
今
後
の

諸
課
題
に
関
す
る
検
討
会
」
（
以
下
「
検
討
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
事
業
の
成
果
も
含
め
た
議
論
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 



 

２ 

 

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
財
務
省
の
令
和
元
年
度
予
算
執
行
調
査
（
令
和
元
年
六
月
）
」
に
お
け
る
大
学
院
大
学
に
お
け
る
高
コ
ス
ト

構
造
の
見
直
し
、
外
部
資
金
獲
得
の
重
要
性
、
具
体
的
か
つ
定
量
的
な
数
値
目
標
の
設
定
の
必
要
性
等
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、

政
府
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
指
摘
も
踏
ま
え
、
大
学
院
大
学
に
お
い
て
、
令
和
二
年
度
予
算

に
お
け
る
経
常
経
費
の
縮
減
、
外
部
資
金
獲
得
の
強
化
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七

十
六
号
。
以
下
「
学
園
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
計
画
に
お
け
る
定
量
的
な
数
値
目
標
の
設
定
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
と
承
知
し
て
い
る
。
今
後
も
、
大
学
院
大
学
に
対
し
、
改
善
す
べ
き
点
を
指
摘
す
る
な
ど
に
よ

り
、
適
切
な
検
討
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
研
究
開
発
に
よ
る
効
果
」
、
「
教
員
・
学
生
等
大
学
関
係
者
の
居
住
・
消
費
等
に
よ
る
効
果
」
及
び
「
雇
用

効
果
」
に
つ
い
て
は
、
定
量
的
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
大
学
院
大
学
に
お
い
て
、
令
和
元
年
九
月
時
点
で
、

沖
縄
県
内
か
ら
百
九
十
二
名
の
職
員
（
派
遣
職
員
を
除
く
。
）
を
採
用
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

六
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
新
産
業
創
出
」
、
「
沖
縄
の
重
点
産
業
分
野
（
観
光
、
情
報
通
信
産
業
）
と
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と

が
連
携
し
た
開
発
研
究
」
及
び
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
が
誘
致
活
動
に
寄
与
し
た
沖
縄
県
へ
の
製
造
業
の
移
転
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
学
院
大
学
の
産
学
連
携
等
に
係
る
取
組
に
よ
り
、
沖
縄
県
内
に
大
学
院
大
学
で
の
研

究
成
果
を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
二
社
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
通
信
産
業
分
野
を
始
め
と
し
た
複
数
分
野
の
企
業

と
の
共
同
研
究
が
行
わ
れ
る
な
ど
の
成
果
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
現
時
点
に
お
け
る
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
「
沖
縄
の
振
興
と
自
立
的
発
展
」
へ
の
寄
与
」
に
つ
い
て
、
大
学
院
大
学
は
、

開
学
か
ら
八
年
目
で
あ
り
な
が
ら
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
社
が
令
和
元
年
六
月
に
公
表
し
た
自
然
科
学
分
野
に

お
け
る
各
研
究
機
関
が
発
表
し
た
論
文
数
に
対
す
る
質
の
高
い
論
文
数
の
割
合
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
日
本
の
研
究
機

関
で
第
一
位
、
世
界
の
研
究
機
関
で
第
九
位
と
な
る
な
ど
の
成
果
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
六
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
成
果

を
挙
げ
て
お
り
、
沖
縄
の
振
興
及
び
自
立
的
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
大
学
院
大
学
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
学
園
法
附
則
第
十
四
条
の
規
定
等
を
踏
ま
え
、

検
討
会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


